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第 66期定時株主総会 事前質問 主なご質問へのご回答 

第 66期定時株主総会の開催に先立ち、株主の皆さまから事前にいただいたご質問のうち、主なものに

ついて、以下のとおりご回答申し上げます。 

質問１ 現状の株価に対する認識と考え方について 

自社の株価の動向については常に注視しており、現在の株価の状況については真摯に受け止めており

ます。 

一般的に株価は企業価値を反映したものでありますが、現在の市場環境を見ますと、AI・半導体関連

銘柄のけん引により日経平均株価が上昇しているものの、当社をはじめとする内需や消費関連は軟調

に推移している状況であります。円安の進行、金利の上昇、中東情勢の不透明さなどによる原油高に

加え、資材費、エネルギー費、物流費、人件費の上昇など、外部の要因の影響も受けつつ、これらを

背景に企業の株価は変化するものと捉えております。 

当社の状況を見ますと、2026年 3月期は、ゲスト 1人当たり売上高の増などにより売上高は過去最高

となったものの、各コストが増加し、減益となったことに加えて、現在進行中の 2027 年 3 月期にお

きましても、ディズニーホテルにおける大規模な客室修繕工事などにより、一時的ではあるものの二

期連続での減益を見込んでいることなどから、今後の成長が見えづらいと株式市場から評価されてい

るのではないかと捉えております。現在の株価水準は、経営陣に対する厳しい評価そのものであると

も痛切に感じているところです。 

しかしながら、当社の本源的な価値や成長の可能性に変わりはないと考えております。短期的な視点

では、今年度は東京ディズニーシー25周年を最大限活用し、東京ディズニーリゾート全体で、売上高

の最大化を目指してまいります。また、同時に業務の効率化や人員配置の最適化などのコストコント

ロールも徹底することで、業績を向上させ、予想を上回れるよう努めてまいります。 

長期的な視点では、2025年 4月に発表した「オリエンタルランドグループ 2035長期経営戦略」の実

現に向けた取り組みを通じて、今後も企業価値の向上に尽力してまいります。東京ディズニーランド

では、2027年にディズニー映画『シュガー・ラッシュ』の世界を舞台にした新規アトラクションの開

業やスペース・マウンテンと周辺エリアの一新を控えており、2028年度には東京ディズニーリゾート

45周年とディズニークルーズの就航を予定しております。連続的な成長投資を今後も続けてまいりま

す。また、当社株式に関する需給面の懸念や資本効率の向上に対しては、自社株買いの実施を含めた、

機動的な株主還元策と資本政策について、引き続き検討を進めてまいります。経営陣みずからが株価

と真摯に向き合い、高めていく意思を明確な形にして示してまいりたいと考えております。 
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質問２ 株主優待制度の拡充について 

当社では、株主の皆さまに日頃のご支援の感謝とともに、パークをご見学いただき、当社事業に対す

るご理解を深めていただく趣旨から、株主用パスポートを提供させていただいており、概ねご好評を

いただいております。 

上場 30 周年を迎える当期においては、これまでご支援いただきました株主の皆さまに感謝の意を込

めて、特別株主優待の実施を発表いたしております。前期の創立 65周年特別株主優待に続き、2年連

続での特別株主優待制度の実施となります。なお、この特別株主優待は当期限りの施策であり、この

先の実施予定については未定です。 

株主の皆さまからは、株主用パスポートの配布枚数を増やしてほしいといったご意見や、パスポート

だけでなく、ディズニー・プレミア・アクセス（DPA）や、商品やフード施設で使える株主限定の割引

券、ディズニーホテルの優先予約など、優待特典のバリエーションを増やしてほしいというご意見を

頂戴しております。 

しかしながら、株主の皆さまの人数を考えますと、他のゲストの皆さまへの影響や、収益への影響が

大きくなる懸念があることから、いただいたご意見はなかなか実現が難しいことをご理解いただけれ

ばと思います。 

2028 年度に就航を予定しておりますディズニークルーズへのご招待を希望するお声もいただきまし

たが、ご招待できる人数や運営上の課題について検討する必要があると考えており、諸課題をふまえ

て実施の可否を検討してまいります。 

その他にも、株主用パスポートを廃止して配当に回してほしい、というご意見も頂戴しましたが、株

主用パスポートは、当社事業に対するご理解を深めていただきたいという考えでお配りしており、配

当とは趣旨が異なるものと認識しておりますので、株主用パスポート分の金額を配当に回すことや、

配当と株主用パスポートの選択制にすることなどは考えておりません。 

現在、当社の株式を 60 万人以上の非常に多くの株主さまに保有していただいている状況を考えます

と、株主優待制度の拡充には慎重な判断が求められると認識しておりますが、今般の事前質問や株主

さまを対象に実施しているアンケート調査等で頂戴したご要望・ご意見を踏まえ、パークの運営状況

も見極めながら、引き続き実現可能な範囲で株主優待制度の拡充を検討してまいります。成長投資等

による企業価値向上、配当をはじめとした株主さまへの利益還元等、株主優待制度以外にもトータル

で株主の皆さまへ還元を行ってまいりたいと存じますので、ご理解いただきたいと存じます。 

 

  



2026年 6月 29日 

株式会社オリエンタルランド 

3 

質問３ ルール遵守のためのゲスト対応について 

東京ディズニーリゾートでは、すべての方に楽しく快適にお過ごしいただくために東京ディズニー

リゾート・オフィシャルウェブサイトにて「東京ディズニーリゾートからのお願い」を掲載してい

ます。すべての方に楽しく快適にお過ごしいただき、笑顔あふれるパークにするためのお願いで

す。 

特にゲストによる不安全な行為や他ゲストのご迷惑になる行為については、注意を促すため従業員

によるお声掛けを行っております。お声掛けしてもなお、禁止・迷惑行為が繰り返される場合に

は、テーマパーク利用約款に基づき、お客様のパークへの入園をお断りすることや、退園いただく

場合があります。 

また、海外からお越しのゲストをはじめすべての方にわかりやすくお願いをご理解・ご協力いただ

くために、来園前の対応として東京ディズニーリゾート・オフィシャルウェブサイトの多言語化や

英語でのお問い合わせの受付、来園中の対応としてピクトグラムなど視覚的・直感的に理解しやす

いサインの活用などハード面での整備をしております。また、翻訳アプリを搭載したスマートフォ

ンや携帯翻訳機をキャストが所持し、海外ゲストとの円滑なコミュニケーションを図れるようにソ

フト面での整備なども行っております。 

今後も、すべての方に東京ディズニーリゾートを安心してお楽しみいただくことができるよう、努

めてまいります。 

 

 

質問４ 商品在庫の考え方について 

発注や在庫管理の当社の考え方として、ゲスト満足度の向上及び利益・収支の最大化、加えて社会

課題である廃棄削減の観点も考慮し、欠品防止と過剰在庫抑制のバランスを踏まえて判断をしてお

ります。 

具体的な対応策としては、商品の動向については都度振り返りを行った上で、適切な発注量や納品

形態、販売方法の検討を事前に行い、改善に繋がるよう調整しており、想定を超える高い需要によ

り早期欠品してしまうような商品については、一部オンラインによる予約販売が可能となる体制も

構築しております。 

また、東京ディズニーシー25周年グッズのように年間を通じて販売する商品に関しましては、年間

の販売計画を見直しすることで、早期欠品をした商品を中心に追加発注を行っており、順次再販売

をいたします。 

全ての商品に対応することは難しいものの、心待ちにしていただいている商品を一人でも多くのゲ

ストに提供できるよう引き続き努めております。 

なお、転売に対する対応につきましても、引き続きスタンバイパスの発券による入店制限や、チケ

ット認証の導入、販売個数制限を設ける等、高い需要が見込まれる商品に合わせて様々な対応策を

組み合わせ、転売目的の購入抑止を行ってまいります。 
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質問５ クルーズ事業の進捗状況について 

2028年度の就航を目指し、造船やビジネススキームの構築を着実に進めております。2026年 4月 3

日には株式会社オリエンタルランド・クルーズを設立し、必要な人材確保に向けた採用活動を進め

ております。造船については詳細設計やデザイン作業を経て 2026年度から船体建造を開始する予定

です。航路や料金等の詳細につきましては引き続き検討しておりますが、東京港を出航し、どこに

も寄港せず東京港に帰港する 2泊から 3泊の短期周遊クルーズを中心に計画しております。また、

国内外の寄港地を含む航路についても検討を進めており、乗船ゲストに楽しんでいただけるものに

していきたいと考えております。今後の発表にご期待いただけますと幸いです。 

 

 

質問６ パークにおける今後のエンターテイメントプログラムの方針について 

東京ディズニーリゾートでは、ゲストの皆さまにいつお越しいただいても様々な魅力にあふれた場

所でありたいと考えており、その大切な要素のひとつがエンターテイメントプログラムであると考

えております。 

当社といたしましては、パークの内外環境やゲストの皆さまのニーズを踏まえ、それぞれのパーク

の全体戦略やショーを実施する目的、コンテンツ全体のバランス、テーマ性やストーリーなどを総

合的に勘案しながら、魅力あるエンターテイメントプログラムを導入してまいります。 

東京ディズニーランドでは 2026年 9月より、ショーベースで「The D-Groovationz4 Live: Happy! 

Funky! Groovy! Tour」がスタートするほか、東京ディズニーシーではブロードウェイ・ミュージッ

クシアターにおける「ビッグバンドビート」に代わる新たなショーなど、様々なプログラムの検討

を実施しております。また、既存プログラムの終了や変更、休止中のプログラムなどについても計

画がまとまり次第、順次皆さまにお知らせしてまいります。 

引き続きゲストの皆さまが満足いただけるようなエンターテイメントを提供し、東京ディズニーリ

ゾートで過ごす時間がより楽しい時間となるよう努めてまいります。 

 

 

質問７ 年間パスポートの再開について 

年間パスポートの再開につきましては、多くのゲストの皆さまからご要望をいただいていることを認

識しております。現段階では今後の方針は決まっておりませんが、今後もゲストの需要動向、市場環

境、パーク内の運営状況等を総合的に考慮しながら、チケット券種の検討を幅広く進めてまいります。 
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質問８ アトラクションの優先搭乗の方針について 

東京ディズニーリゾート 40周年記念プライオリティパスにつきましては、40周年イベントを記念し

て導入した期間限定の無料サービスであり、パーク内の運営状況等を総合的に考慮し、このたび終

了することを発表いたしました。アトラクションの優先利用サービスにつきましては、引き続きデ

ィズニー・プレミアアクセスを提供しておりますが、今後もゲストの皆さまの多様なニーズにお応

えできるよう、ゲストの需要動向やパーク内の運営状況等を考慮しながら、サービス内容の充実に

ついて検討を進めてまいります。 

 

質問９ パークのデジタル戦略について 

デジタルサービスの拡充により利便性を向上させ、すべてのゲストのみなさまに対してサービスを

ご利用いただける環境を整えることは、効率的な運営や従業員の負荷軽減と同様に、当社としても

重要な課題であると認識しています。 

デジタルサービス開発の際は、ゲストの皆さまよりいただいたご意見や、世の中のデジタル動向と

ユーザー体験の観点を踏まえ、パークを快適に過ごしていただけるようユーザビリティ向上に努め

ております。 

また、スマートフォン等のデジタル機器をご利用していないゲストの皆さまに対しても、パーク内

サポートなど、可能な限り同様のサービスを利用できる体制を整えております。 

別の観点では、東京ディズニーリゾート・アプリのアクセス集中に係るご意見を頂戴していること

は認識しており、システムの健全性や負荷については、常に監視を行い、必要に応じてリソース拡

張を行うなど、適切に対応しております。 

デジタル面とアナログ面のバランスを考慮しつつ、パーク体験価値の向上に向けて、今後も検討を

続けてまいります。 

 

 

以上 


